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2 月号（70-02）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 
 

●解説：夢の卵"デザイナーエッグ"を目指して 

 

石川	 伸一（いしかわ	 しんいち）  

宮城大学食産業学部准教授 

1. 福島県  

3. 1998年東北大学大学院農学研究科博士前期課程修了，2002年博士（農学） 

4. 鶏卵の栄養・機能性に関する研究 

5.「夜食日記」というブログで，夜な夜な「食」についての話題を綴っています．食ほど身体

と心に影響を及ぼすものはないと思っています． 

6. 試行錯誤（trial and error） 

7. J. D. バナール  著，鎮目恭夫 訳，『宇宙・肉体・悪魔─理性的精神の敵について』みすず書房 

8. 料理創作 
10. http://yashoku.hatenablog.com 

 

 

●解説：分子動力学シミュレーションの進化 

 

山下	 雄史（やました	 たけふみ）	

東京大学先端科学技術研究センター特任准教授 

1. 大阪府 

3. 2004年京都大学大学院理学研究科博士課程修了	

4. 理論化学に基づいた生命現象の理解 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

児玉	 龍彦（こだま	 たつひこ）	

東京大学アイソトープ総合センター センター長 

東京大学先端科学技術研究センター教授 

3. 1977年東京大学医学部卒業，医学博士（1984年） 

4. がんや生活習慣病の薬を設計する新しい技術の開発 
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●提言：「ナノブーム」とは何だったのか？ 

 

五島	 綾子（ごとう	 あやこ）  

元静岡県立大学教授 
 

1. 東京都（金沢市生まれ） 

2. 静岡県立静岡高等学校 

3. 1965年静岡薬科大学修了，薬学博士（静岡薬科大学）（1980年取得），博士（理学）（名古

屋大学）（1992年取得） 

4. ①19世紀以後の生命体と化学物質の相互作用の概念からテクノロジーへ向かう化学史，②ナ

ノテクノロジーが自然と人工物の境界領域のボーダレス化をもたらす可能性について 

5. アメリカの歴史家，J. ルカーチの著作『歴史学の将来』（みすず書房，2013）の以下の一節

を若い人に伝えたいと思っています．「ローマ文明が蛮族の侵入の結果として滅びたために，

われわれはおそらく，文明は他の原因で滅びるはずがないとあまりにも強く思い込んでいる．

われわれを導く文明の光りは，たとえ消されなくとも，徐々に暗くなってひとりでに消えうる

こともありうる．応用の力に頼ってばかりでは原理は見失われ，原理をすっかり忘れたら，そ

こから導き出された方法を正しく実行することはできまい．そうなれば新しい方法はもはや生

み出されず，人々は理解できなくなった科学的プロセスを知恵も技術もなしに応用し続けるこ

とになるだろう」 

6. 「永遠に生きる者のごとく学び，明日死ぬ者のごとく生きる」というガンジーの言葉にあこ

がれています． 

7. キース・トマス 著，川北 稔 訳，『生き甲斐の社会史―近世イギリス人の心性―』，昭和堂 

8. 読書，音楽鑑賞，生け花 
 

●話題：宮沢賢治は化学とどう向きあったか？ 

 

桜井	 弘（さくらい	 ひろむ）  

京都薬科大学名誉教授，東京工科大学客員教授 

1. 京都府 

2. 私立洛陽高校 

3. 1971年京都大学大学院薬学研究科博士課程修了 

4. 生命錯体化学，生命元素学，薬物代謝学，in vivo生体計測学 

5. 世界一大きく，美しくかつ楽しい元素周期表をどこかで制作できればと考えています． 

6. 楽しく日々努力する 

7. オリヴァー・サックス 著，斉藤 隆央 訳『タングステンおじさん』早川書房 

8. クラシック音楽，絵画鑑賞，絵画制作，サイクリングと旅 
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●カガクへの視点 

 

福田	 俊彦（ふくた	 としひこ）  

愛知県立昭和高等学校教諭 
 

1. 愛知県 

3. 1981年名古屋大学理学部化学科卒業 

4. 化学教育，指導法に関する研究 

5. 33年間にわたり蓄積してきた化学実験や授業における指導法をいかにして，若い教師に伝え

ていくか． 

8. 読書 
 

 

●連載・My Favorite Research：たかが溶媒，されど溶媒 

 

蒲池	 幹治（かまち	 みきはる）  

大阪大学名誉教授 
 

1. 福岡県 

2. 福岡県立三潴高校 

3. 1961年大阪大学大学院理学研究科無機・物理化学専攻博士前期課程修了．理学博士（大阪大

学）（1969年取得） 

4. 「化学熱力学」書の執筆 

5. 「物質社会はこれで良いのかとその対策」「繁栄と破壊の調和」 

エネルギーの無駄な活用はエントロピー増大を招いている．エントロピー増大は破壊に繋がる．

地球規模で調節する時代が来ている． 

6. 晴れの日には太陽に感謝を雨の日には明日の太陽を信じて 

7. 山本義隆『熱学思想の史的展開』筑摩書房 

8. ガーデニング（バラづくり），乱読 

9. 阪神タイガース 
 


